
　徳島が生んだ世界的な人類学者 鳥居龍蔵は、その生涯
を通して東アジアを中心に地域研究に取り組み大きな
業績をあげました。鳥居龍蔵記念博物館（以下「当館」）
では、こうした鳥居の業績を記念し、平成 28 年度から、
徳島県在住の中学生・高校生が地域の歴史・文化に関
する自主研究の成果を発表しあう徳島歴史文化フォー
ラムを、徳島県立博物館とともに開催しています。
　６回目となる今回は、2 月 26 日（土）に文化の森イ
ベントホールで開催し、中学生の部５組、高校生の部
６組の計１１組が研究発表を行いました。中学生の部
では、身近な遺跡の調査や発掘体験、中世の阿波国支
配の変遷、呉市海軍の歴史について、高校生の部では、
近世・近代の徳島、遺跡・地形から見る地域の姿、徳
島の銅鐸などを主題とした研究発表がありました。発
表後には、審査委員から講評と質疑もあり、発表者に
とって励みになったことでしょう。当館では、今後も
このような歴史・文化に関心を持つ中学生・高校生へ
の支援を継続していきたいと考えています。
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  徳島県博物館協議会は、 徳島県内の博物館施設が相互

協力して博物館活動の振興をはかるため、 平成 8 年 2 月 27 

日に設立されました。 現在は 48 館で組織しています。

　各加盟館の情報は、 WEB 上では 「徳島

県博物館マップ」 からご覧になれます。

　(https://museum.bunmori.tokushima.jp/tokuhakukyo/default.htm)
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      編集・発行者
　   　〒 770-8070
　       徳島市八万町向寺山   　徳島県立博物館内 
                 徳島県博物館協議会事務局
　 　     TEL. 088-668-3636   FAX. 088-668-7197

　4 月 2 日より妖怪屋敷と石の博物館内で四国の秘境・山
城大歩危妖怪村の下岡昭一さん作「山城大歩危妖怪村見聞
録」の展示を行います。
○入館料：大人 600 円・小中学生 300 円
　また、やましろ狸な会の

「狸伝説襖絵」の展示（展示
期間未定）も無料で開催致し
ますのでぜひご覧ください。

※新規展示の記念としまして
　４月 2、3 日は三好市民の
　方であれば妖怪屋敷と石の
　博物館に無料でご入館いた
　だけます。住所を確認できるものをチケット販売所にて
　ご提示ください。

　　 〒 779-5452    　三好市山城町上名 1553-1

　　　　　　　☎ 0883-84-1489 （妖怪屋敷 ・ 石の博物館）

活動報告

道の駅大歩危　妖怪屋敷・石の博物館

　各館（園）の展示や催し物などについては、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため、中止または変更になる
場合がありますので、記載の電話番号やホームページ等
でお確かめください。

鳥居龍蔵記念 徳島歴史文化フォーラム

狸伝説襖絵の一部 後援事業紹介

　なお、当館では、徳島歴史文化フォーラムの関連事業
として、2 月 27 日（日）、2 回目となる「鳥居龍蔵記念 
全国高校生歴史文化フォーラム」を開催しました。（新
型コロナウイルスの感染状況を考慮してオンライン形
式）。一次審査で優秀賞を受賞した４組の県外応募者と、

～新規展示のご案内～

徳島県立阿波十郎兵衛屋敷

　　　 〒 771-0114　徳島市川内町宮島本浦 184

　　　　　     　 ☎ 088-665-2202 （徳島県立阿波十郎兵衛屋敷）

☆工作教室 「UV チェッカーストラップ （ミニ）」
     太陽の光で色が変わる！？不思議なビーズを使って工
     作しよう！
○開催日：4 月 2 日 ( 土 ) ～ 30 日 ( 土 ) の土日祝
○時　間：9:30 ～ 16:30
○材料費：100 円
　※予約不要。先着順に 1 組ずつ行います。製作時間 5　
　　分程度。
☆ GW 特別イベント 「空気砲的当てあそび」

　　色々な的をねらって空気砲をはなて！ GW はクールな
　  ガンマンになろう！屋外テントで自由に遊べます。
○開催日：４月 29 日 ( 金祝 ) ～ 5 月 1 日 ( 日 )
　　　　　 5 月 3 日 ( 火祝 ) ～ 5 月 5 日 ( 木祝 )
○時　間：9:30 ～ 16:30
○参加料：無料
　※予約不要、雨天中止

～川口エネ・ミュー　春のイベント紹介～

川口ダム自然エネルギーミュージアム

　　            〒 771-5411   那賀郡那賀町吉野字イヤ谷 72-1

 　　☎ 0884-62-2209 （川口ダム自然エネルギーミュージアム）

県立文学書道館
～文学特別展のご紹介～

☆開館２０周年記念文学特別展「追悼　瀬戸内寂聴」
　昨年 11 月９日に 99 歳で死去した、徳島市出身の作家

で僧侶の瀬戸内寂聴は、自らの恋愛を描いた私小説や、

自由を求めて闘った女たちの伝記小説など幅広いジャン

ルの作品を執筆し、亡くなる直前まで「書くことは生き

ること」とペンを離さず、新聞や雑誌に連載を持ってい

ました。

　出家者としても、忘
も う こ

己利
り た

他の精神で人々の悲しみに寄

り添い、法話を続け、岩手の古刹・天台寺を復興し、終生、

平和活動に力を尽くしました。

　本展では、そうした寂聴の希有な生涯を紹介するとと

もに、湾岸戦争終結を祈願した断食や、薬を持ってイラ

クへ渡るなど、命がけの平和活動も取り上げます。また

生前最後の原稿や、愛用品、着物、木彫の観音像なども

展示して、美意識が高く多趣味であった故人を偲びます。

○会　期：4 月 9 日（土）～ 5 月 22 日（日）

○観覧料：一般　520 円　高校・大学生　360 円　

　　　　　小・中学生　260 円

　※小・中・高校生は、土・日・祝日は無料

　※ 65 歳以上の方と各障がい者手帳をお持ちの方は半額

〒 770-0870 徳島市中前川町２丁目 22-1　

　　　　　　　　　☎ 088-625-7485 （徳島県立文学書道館）

発表の様子 （中学生の部） 講評・質疑の様子 （高校生の部）

徳島歴史文化フォーラム（高校生の部）の優秀賞２組の
計６組による研究発表会となりました。

会場の様子 （オンラインでの発表と審査委員）

☆ 「徳島じょうるりクルーズ」
　吉野川クルーズ～阿波人形浄瑠璃観賞と昼食 ( 弁当 ) ～藍
　染め体験。
○運航日：4 月 1 日（金）～ 10 月中旬ごろ
　　　　※天候により運航できない場合があります。
　　　　※ 5 名様以上で運行となりますので、少人数のお客
　　　　　様はお問い合せください。
○参加費：お一人様 5,000 円（小学生以下 4,000 円）
○集合場所：徳島市新町川水際公園　周遊船乗り場（9:50）
○お申込み：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷（TEL:088-665-2202）
　　　　　４日前までにご予約ください。
※天候により船に乗れない場合は、当日朝９時までに代表者
　に連絡いたします。この場合、路線バス等でお越しくださ
　い。参加費を 1,000 円（小学生以下 500 円）減額しますので、
　路線バス運賃はご負担ください。
※契約成立後の解約は取消料金が発生しますのでご留意くだ
　さい。
☆ 「4 月 3 日は遊山の日 in 阿波十郎兵衛屋敷」
○日時：4 月 2 日（土）～ 3 日（日）10:00 ～ 16:00
○会場：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷
○人形浄瑠璃公演　演目「傾城阿波の鳴門　巡礼歌の段」
　・公演時間：各日 11:00 ～、14:00 ～（約 40 分間）
　 ・公演前に「デジタル襖からくり（約 5 分間）」を上映します。
☆十郎兵衛屋敷文化講座－人形浄瑠璃とともに楽し   
   む日本の伝統
　「和の空間でいけばな」　講師 : 草月流　新田陛嘉
○日時：４月 24 日（日）13:00 ～
○料金：1,000 円（入館料含む）＋材料費 1,500 円（お花代）
○会場・お申込み先：徳島県立阿波十郎兵衛屋敷
　　　　　　　　　　（TEL:088-665-2202）
☆ひょうたん島水上 TAXI （仮）
○運航日：４月 29 日（日）～ 10 月中旬
○運航時間：10:00 ～ 16:00
○料金：寂聴桟橋より片道 1,000 円
※乗り降りする桟橋は数カ所ありますが、料金は乗降場所に
　よって変わります。

～阿波人形浄瑠璃芝居～

☆阿波人形浄瑠璃 「傾城阿波の鳴門　順礼歌の段」 を上演

○期間
  ・3 月～１２月／毎日 11:00 ～、14:00 ～（音源 CD）
　土、日、祝日は、太夫・三味線付き
  ・1 月・２月／平日 11:00 ～（音源 CD）土、日、祝日 11:00 ～、
　14:00 ～（太夫 ･ 三味線付き）
　　※公演時間は約３５分間です。
　　※変更になる場合がありますのでお問い合せください。

 情報コーナー

            〒 770-8070　徳島市八万町向寺山　文化の森総合公園

　　　　　　 ☎ 088-668-2544 （徳島県立鳥居龍蔵記念博物館）
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大鳴門橋架橋記念館
～春の大潮到来！うず潮の不思議がわかるよ！

今春の大潮は HPでご案内しています～

☆春の渦まつりについて

【春に泊まろう‼キャンペーン】鳴門に泊まって宿泊券や
特産品を当てよう！　
　専用の応募はがきに宿泊施設でスタンプをもらって送
ると抽選で素敵なプレゼントが当たります。　
期　間：令和 4 年 2 月 13 日（日）～ 5 月 31 日（火）　
　　　　※応募締切　6 月 6 日（月）まで
☆フォトスポット設置

　春のうずしおをイメージ？したコーナーを作りました。
旅の思い出にどうぞ♪
☆うずしおキット展示

　MDF という木から作られた木質ボードでできている
キットです。間伐材や製材端材など、利用されていなかっ
た木材を原料に使うことで、木をムダなく使えるエコな
材料です。みんなに山の事、木の事をもっと知って環境
について学びましょう。

※感染症拡大防止の取組みについて

　安心・安全に楽しんでいただくために、様々な取り組
みを行っています。詳しい施設の感染防止対策につきま
しては、HP をご覧ください。

〒 772-0053     鳴門市鳴門町土佐泊浦　鳴門公園内

　　　　　　　　　　☎ 088-687-1330 （大鳴門橋架橋記念館）

 情報コーナー

阿波木偶人形会館

　　　　　〒 771-0114　徳島市川内町宮島本浦 226-1

　　　　   　　　　　　　☎ 088-665-5600 （阿波木偶人形会館）

　阿波木偶人形会館は、人形浄瑠璃の総合展示場で、初

代人形健（人形制作者）・二代目人形健・弟子が手掛けた

木偶人形を数多く常設展示し、人形浄瑠璃芝居の名場面

のセットや明治期の古代衣装の再生、木偶の歴史関係な

ど、随時新作の入れ替えも行っております。また、お越

し頂いたお客様に、頭の制作過程、カラクリの仕組みな

どについて手にとって頂くなど

してわかりやすく解説していま

す。世界最大の人形頭も展示。

ビデオ（テレビ）にて、人形浄

瑠璃芝居の放映も致しておりま

す。是非一度、みなさまのご来

館をお待ち致しております。

～春期企画展と休館日変更のお知らせ～

☆令和４年度春期企画展　「なつかしの鍛冶屋原

　　線－廃線から５０年－」 開催
　現在の板野駅から上板町鍛

か じ

冶屋
や ば ら

原線間を走行していた

国鉄鍛冶屋原線の廃線から５０年となる令和４年度の春

期企画展として、「なつかしの鍛冶屋原線－廃線から５０

年－」を開催します。鍛冶屋原線最後の日の記念セレモ

ニーの写真資料をはじめ、

当館収蔵の鍛冶屋原線資料、

廃線となった昭和４７年の

出来事や流行に関連した資

料を展示します。さらに、

会場内では鍛冶屋原線の元

機関士・運転士を務めた方

に当時のお話をインタビュ

ーした映像の上映、写真パ

ネルと運転士の帽子でなり

きり運転士の写真撮影コー

ナーを設置します。
〇会　期：４月１日～ 30 日（月曜休館）

　　　　　　午前９時～午後４時 30 分　

〇入館料：無料（常設展も無料）

※休館日変更のお知らせ

　令和４年４月１日より、休館日が変更となります。
　休館日：毎週土日月曜日・祝日　　
　　　　　⇒　毎週月曜日・祝日の翌日
　開館時間、入場料の変更はありません。
　開館時間：午前９時～午後４時 30 分
   入館料：大人 220 円・小人 110 円　
　　　　　※企画展示等は、別料金となります。

徳島県立博物館

            〒 770-8070　徳島市八万町向寺山　文化の森総合公園

　　　　　　　　　　　　　        ☎ 088-668-3636 （徳島県立博物館）

☆ 「阿波の画壇をたのしむ－近世の画人と作品－」
　徳島県では、江戸時代に画人がさかんに活動しています。
 この企画展では、館蔵品を中心に、所蔵者のご協力も得
て、彼らの画業をあらためてふり返ります。初公開の作品
や３０年以上公開されていない作品も展示します。
○会　期：4 月 22 日（金）～ 5 月 29 日（日）
○展示解説
　・日　時 　①４月 24 日（日）　 ②５月５日（木・祝）
　　　　　 　③ 5 月 15 日（日）〔13:30 ～ 14:30〕　
　 ・場　所　企画展示室（１ 階）
　・対　象　小学生から一般（小学生は保護者同伴）
　・備　考　申し込みは不要　企画展観覧料が必要
○観覧料
　・一般 200 円、高校生 ･ 大学生 100 円、小学生 ･ 中学
　　生 50 円、土・日曜日、祝日・振替休日は高校生以下
　　無料、各種減免あり

上板町立歴史民俗資料館

　        〒 771-1310　 　   板野郡上板町泉谷字原中筋８－１

　　　☎ 088-694-5688 （上板町立歴史民俗資料館） 

～企画展のご案内～

四睡図額 渡辺広輝筆 柴野碧海賛 

海陽町立博物館

　　 〒 775 － 0202　海部郡海陽町四方原字杉谷７３

　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0884-73-4080 （海陽町立博物館）  

　濱晶雲 ( 半蔵、1895 〜 1978) は、徳島県海部郡海陽町

那佐に生まれ、京都で南画を修行し、遠く中国大陸を行脚

して画道を磨き、花鳥・山水・人物などの画題と極彩・淡彩・

水墨などの、あらゆる技法を習得し、日本画家として高く

評価されました。また詩文等にも秀で、特に漢詩の傑作を

数多く残しました。( 参考：海部町史 )

　また、徳島県美術協会の設立に参画、県展無鑑査・審査

員など、地域の美術界の発展にも努めました。

　昭和天皇陛下四国巡幸の際、天覧の栄を賜った作品等、

晶雲の作品を愛用の道具などと併せて展示します。

○会　期：４月 29 日 ( 金・祝 ) 〜６月 26 日 ( 日 )

○開館時間：9:00 ～ 1

7:00 ( 入館は 16:30 まで )

○展示会場：海陽町立博物館　企画展示室

○休 館 日：毎週月曜日

　　　　　　( 月曜日が祝日の場合はその翌日が休館日 )

○観  覧  料：無  料

○作品解説会

　・講　師　長尾正大 ( 海陽町立博物館館長 )

　・日　時　5 月 3 日 ( 火・祝 )　13:30 ～

　・参加料　無  料

　・会　場　海陽町立博物館　企画展示室

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため入場制限など
　内容に変更がある場合があります。
※最新の情報は、ホームページをご覧ください。

～春の特別企画展のご案内

海陽町那佐に生まれた日本画家 濱
はましょううん

晶雲展～

菘翁美術館

　　　             〒 770-0855  徳島市新蔵町１丁目 46

 　　 　　　　     　 　　　　　　☎ 088-653-2858 （菘翁美術館）

　幕末の三筆のひとり、貫
 ぬきな すうおう

名菘翁の書画を展示していま
す。再訪の方々にもお楽しみいただけるよう、一部展示
替えをいたしました。名品に囲まれて、日常から離れた
静かで豊かな時間をお過ごしください。

～展示替えをしました！～

徳島県立文書館

　　〒 770-8070　徳島市八万町向寺山　文化の森総合公園　

　　　　  　　　　　　　　　☎ 088-668-3700 （徳島県立文書館）   

☆文書館の逸品展 「徳島の歴史資料に見る感染症」

　 コレラ・赤痢・結核など人類は様々な感染症を経験して
きました。また、家畜を襲う感染症もあります。当館収蔵

資料を通して、近世から現代の人々が感染症をどのように

捉え、対処してきたのかを紹介します。

○会　期：令和４年 2 月１日（火）～４月 24 日（日）

○入館料：無料

☆文書館の逸品展 「町場の古写真」

   明治・大正期の県内町場は、現在とは大きく違う風景が広
がっていました。徳島・撫養・富岡・脇町・池田などの町場

を中心に風景や人々の活動についての写真を展示します。

○会　期：４月 26 日（火）～７月 31 日（日）

○入館料：無料

～文学館の逸品展のご案内～


